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第
二
節

孟

子

の
性

善

説

已

に
孟
子

の
性
を
論
じ
淀
れ
ば
、
此
に
は
、
次
に
性
善

の
意
義
を
「
孟
子
」

の
書

に
依
つ
て
概
論
せ
ん
ご
す
。
「
性

善
」

の
性
は
已
に
明
な
る
も
、
善

ご
は
如
何
な
る
義
そ
や
ご
云
ふ
に
、
此
は
普
通
常
識
的
の
悪

に
封
す

る
善

に
し
て
、

更

に
「
孟
子
」
の
本
文
中
に
付
て
此
を
求
む
れ
ば
、
「
濫

心
下
」
に

「
浩

生
不
害
問
。
何
謂
レ善
。
日
。
可
レ欲
之
謂
レ善
。
」

ご
あ
り
。
朱
子
は
註
し
て
「
天
下
之
理
。
其
善
者
必
可
レ欲
。
其
悪
者
必
可
レ悪
。
」
ご
謂

へ
り
。
故

に
性
善

の
字
義
も
明

こ
な
れ
る
が
、
孟
子
の
性
善
論
は
圭

ε
し
て
「
告
子
上
篇
」
に
出
れ
共
、
又
盤
心
章
上
下
を
始

め
ビ
し
、
其
他
の
各
慮

に
も
、
荷
も
彼
の
唯
心
的
の
立
脚
地
よ
り
、
其
仁
義
の
籏
充
、
存
養
を
説
く
時

に
は
、
彼
の
思
想

の
根
底

に
は
、
何

れ
も
性
善

の
確
信
を
有
す

る
事
を
見

る
可
し
。
然
し
本
文
中
「
性
善
」
の
字

が
始

め
て
見
え
し
は
、
「
藤
文
公
・
上
」
に

し
て
、

性
善
論
の
研
究
(
二
)

四
一



性
善
論
の
研
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(
二
)

四

二

「
藤
文
公
爲
昌世
子
刈將
レ之
ノ楚
。
過
レ宋
。
而
見
孟

子
蓋

子
道
硅

善
司言

必
稻
昌垂
舜
こ

ご
あ
り
。
朱
子
は
曰
く
、

「
愚
按
。
孟
子
之
言
二性
善
鱒
始
見
二於
此
司
而
詳
具
昌於
告
子
之
篇
輔然
黙
識
而
砦

竈

之
司
則
七
篇
之
中
。
無
レ非
庇

理
司其

所
下以
憤
二前
聖
之
未
登
叩而
有
占功
二聖
人
之
門
叩程
子
之
言
信
奥
。
」

然
し
此
に
は
軍

に
性
善

ご
云

ふ
の
み
に
て
其
意
義
も
別
に
説

明
さ
れ
す
。
又
其
立
論

の
根
擦

も
例
謹
も
不
明
な
る

が
、
抑

々
此

の
孟
子

の
性
善
論
は
如
何
な
る
根
底

に
立
つ
者
な
り
や
ご
云

ふ
に
、
林
羅
山
の
如
き
は
評
し
て
曰
く
、

「
孟
子
性
は
善
な
う
ざ
言

ふ
事
は
な

に
の
謹
擦

に
よ
り
て
説
き
來
た
る
や
。
撃
僻

に

一
陰

一
陽
之
謂
撫
遍
。
繊
レ之
者

善

也
。
成
レ之
者
性
也
。
ご
あ
る
に
本

づ
け
り
。
(申
略
)
是
の
性
の
字
ご
善

の
字
ご
相
鍔
す
。
則
善
は
此

の
理

の
既

に
定
れ
る
者
な
り

(中
略
)
孔
子
の
云
ふ
威

の
善
は
人
物
の
未
生
の
前
、
造
化
源
頭
の
虚

に
付

て
説
く
。

(中
略
)
孟

子

の
性
善

は
是
を
な
す
者
は
性
な
り
ご
云
ふ
所

に
付

て
説
く
。
是

は
人
生

れ
て
よ

り
の
ち

の
事

な
り
。
」

(性
理
字
義
諺
解
、
性
)

然
し
、

一
般

に
は
論
語

の

「
性
相
近
也
。
習
相
遠
也
。
」
ご
云
ふ

一
句
が
性
論

の
篠
所
諸
説

の
源
泉
ε
薦
せ
ら

る
が
●

孟
子

の
善

は
「
相
近
也
」
に
付

て
論
じ
、
荷
子

の
悪
は
「
相
遠
也
」
に
依
て
説
を
立
つ
も
の
ご
せ
ら
れ
た
り
。
故

に
伊
藤

仁
齋

も
孟
子

の
性
善
を
説
け
る
準
則
ご
て
、

「
孔
子
日
。
性
相
近
也
。
習
相
遠
也
。
此
萬
古
論
レ性
之
根
本
準
則
也
。
而
孟
子
宗
昌孔
子
哺而
願
レ學
レ之
。
其
旨
豊
有
レニ



也
乎
哉
。
L

(
語
孟
字
義
)

ご
説
け
う
。
然

る
に
程
朱

の
如

き
は
、
孟
子
の
善
は
本
然
の
性
を
論
す
ご
し
て
自
然

の
本
性
鳳
至
善
な
る
同

一
理
、

故
に
性
善

を
云

ふ
ε
な
す

も
、
此
れ
孟
子

の
性
善

の
意
義
に
非
す
。
故

に
仁
齋

も
亦
詐
し
て
、

「
宋
儒
所
レ謂
性
善

云
者
。
畢
覧
落
下子
無
レ善
無
=不
善
乏

説
加
伊
川
日
。
性
即
理
也
。
而
以
二孟
子
所
謂
性
善
開當
レ之
。
」

(語
孟
字
義
)
ご
云

へ
り
o

今
孟
子

の
性
善
論

の
本
意
を
要
言
す
れ
ば
、
告
子
の
所
謂
「
生
之
謂
レ性
」
、
叉
は

「
食
色
性
也
」
ε
云
ふ
性
は
、
勿
論

孟
子

も
此
を
認
む
る
慮

な
れ
こ
も
、
此
は
他

の
禽
獣
鳥
魚
ご
人
間

ε
に
別
な
く
、
生
物
の
等
し
く
有
す

る
虚
な
り
。

人

の
以
て
人
た

る
所
以
は
此
等

の
生
物
土
ハ癒

の
性
以
上

に
他
物

に
は
存

せ
ざ
る
仁
義
謹
智
を
行
ひ
得

る
四
端
の
心
を

本
來
具
有
す
。
此
の
四
端
の
心
は
實

に
人
間
特
有

に
し
て
此
れ
有

る
故
に
、
以
て
萬
物
の
蕪
た
"⇔
所
以
存
す
る
な
り
。

然

も
此
の
四
端

の

55
の
本
來
吾
人
の
性
中

に
存

し
、
そ
の
満
足
を
求

め
ん
ビ
す
る
欲
求
の
存
す

る
事
は
他

の
ロ
耳
鼻

目
食
色
等

の
性

が
吾
人
に
本
具

に
し
て
且

っ
そ
の
満
足
を
欲
す
る
と
何
等
異
な
る
庭

な
し
。
故

に
齊

の
宣
王
が
牛

の

死
地
に
就
く
を
目
撃

し
て
此
を
慰
み
、
又
は
儒
子
の
井

に
入
ら
ん
ざ
す

る
を
見
れ
ば
直

に
此
を
救
は
ん
ビ
欲
し
て
走

る
が
如
き
は
、
此
れ
吾
人
の
性
中
仁
愛
の
本
心
あ
る
に
基
く

な
り
。
筍
も
人
た
る
以
上
、
此
の
側
隠
、
董
悪
、
僻
譲
、

是
非

の
四
端
な
き
者

な
く
何
人
も
善
を
善

ご
し
、
悪
を
悪
こ
し
、
善
を
愛
し
悪
を
憺

む
の
情
は
等

し
く
此
を
有

し
、

叉
此
を
行
ふ

べ
き
可
能
力
を
有
す
。
故

に
此
の
邊
に
命
名
し
て
性
善

ご
云

へ
る
な
り
。
若
し
人

の
不
善
を
な
す

が
如

性
善
論
の
研
究
(
二
)

四
三



性
善
論
の
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)

四
四

き
は

一
時
物
欲

の
た

め
に
食
色
ロ
耳
等

の
下
等

な
る
性
欲
に
走
れ
る
爲

め
に
し
て
.
全
然
善

の
可
能
性
を
滅
却
せ

る

に
非
す
。
食
色
も
四
端

も
等
し
く
性

な
れ
ば
、
食
色
等
は
生
物
等
し
く
有
し
、
過
度

の
欲
求

に
走
り
易
く
し
て
悪
を

爲
し
易
き
が
故
に
、
人

に
も
此
の
悪
の
可
能
性
有
れ
こ
も
,
此

は
入

の
特
有

に
非
す
。

只
何
人
も
善
を
な
す

の
可
能

力
を
本
有
す

る
慮
よ
り
名
付
け
て
性
善

ご
な
せ
る
な
り
。
帥
ち
孔
子
の
所
謂
「
性
相
近
也
」
の
意
を
徹
底
的

に
推
論
せ

し
結
果
な
り
。
此

の
事
は
仁
齋

の
「
語
孟
字
義
」
、
陳
豊
の
「
東
塾
讃
書
記
」
孟
子

の
章
等

に
論
せ
し
慮

に
し
て
、
仁
齋

は
、
曰
く
、

「
孟
子
固
言
。
物
之
不
ヒ齊
。
物
之
情
也
。
可
レ知
其
所
レ謂
性
善
也
者
。
帥
述
=孔
子
之
言
一者
也
Q
然
后
儒
以
二孔
子
之

言
⑩爲
論

=氣
質
之
性
輔孟
子
之
言
。
爲
〆論
一一本
然
之
性
魂信
如
二其
言
明則
是
非
下孔
子
不
レ知
ド有
昌本
然
之
性
蓋

子
不
レ知
レ有
二

氣
質
之
性
一者
轟乎
。

(申
略
)
夫
天
下
之
性
。
参
差
不
レ齊
。
剛
柔
相
錯
。
所
レ謂
性
相
近
是
也
。
而
孟
子
以
爲
。
人
之

氣
票
。
錐
=剛
柔
不
ツ同
。
然
其
趨
　干
善
一則

一
也
。
猶
水
難

有
二清
濁
甘
苦
之
殊
司然
其
就
レ下
則

一
也
。
蓋
就

漁

近
之

中
湘而
畢
一一其
善
一而
示
レ之
也
。
非
下離
一乎
氣
質
一而
言
却故
日
。
人
性
之
善
也
。
猶
一一水
之
就
7下
也
。
蓋
孟
子
之
學
。
本
無
二

未
登
已
襲
之
説
輔今
若
從
二宋
儒
之
説
司分
二巳
登
未
肇

而
言
財之
」
(語
孟
字
義
、
性
)

故
に
孟
子

の
性
善

は
何
入
も
絶
野

に
同

一
な
る
善
性
を
有
す

る
の
意

に
非
す
し
て
、
人

に
依
り
種

々
の
差
等

は
有

る
も
、
荷
も
人
だ

る
以
上

、
善
を
爲
す

の
可
能
性
を
鉄
く
者
な
し
ご
の
意
を
表
は
せ
る
者
な
り
。
故

に
程
朱

の
所
謂

「
性
帥
理
」
に
し
て
聖
凡
人
物
同

一
至
善

な
り
こ
の
性
善
説

ε
は
甚
だ
し
き
径
庭
あ

る
事
を
知

る
可
き
な
り
。
以
下
少



し
く
「
孟
子
」
の
本
文

に
就
て
、
此
の
性
善

の
意
義
を
謹
明
せ
ん
。

(
一
)
、
「
告
子
・
上
」
に
曰
く

「
告
子
日
。
性
。
猶
二祀
柳
一也
。
義
。
猶
二栖
捲
一也
。
以
二人
性
一爲
昌仁
義
殉
猫
下以
鵬祀
柳
一爲
中栖
捲
ご

告
子
は
趙
岐

の
説
に
依
る
ご
「
兼
治
儒

墨
之
道
一」
ε
あ

る
學
者
な
る
が
、
彼
が
性
論

の
立
場
は
常

に
「
性
無
レ善
無
　不

善
一也
。
」
ご
云
ふ
主
義
な
る
が
、
帥
ち
彼

の
此
文

に
依

つ
て
表
は
せ
る
眞
意
は
、
食
色

の
如

き
は
人
が
天
に
稟
け
し
性

に
し
て
人
が
食
を
求
め
色

を
愛
す

る
に
は
元
よ
り
善
も
不
善
も
無
し
。
只
其
の
本
性

に
随

ふ
の
み
な
れ
ば
な
り
。
已

に
善

、
不
善

な
け
れ
ば
人
を
し
て
仁
義

を
行
は
し
む
る
事
は
、
祀
柳
の
本
性
を
矯
揉
し
て
栖

捲
の
器
を
作
り
得

る
が

如

し
。
入
性
に
は
元
仁
義
な

し
。
必
ら
す
人
性
を
推
し
曲
げ
て
此
に
其
目
的
を
達
し
得

べ
し
ご
の
意

な
り
。
焦
循
は

注
し
て
曰
く
、

「
祀
柳
本
非
昌栖
捲
岡其
爲
昌梧
椿
一也
。
有

一人
力
以
ツ之
。
以
喩
下人
性
本
非
一一仁
義
箕

爲
二仁
義
一也
。
有
豊
人
力
以
7之
也
。

非
二人
力
叩則
祀
柳
不
レ可
三以
爲
=栖

捲
司非
昌人
力
輔則
人
性
不
レ可
冨以
翁

社

義
ご

此

に
注
意
す

べ
き
は
朱
子

の
注

に

「
告
子
言
。
人
性
本
無
昌仁
義
輔必
待
二矯
揉
一而
後
成
。
如
昌筍
子
性
悪
之
説
一也
。
」

ご
あ
る
句
に
て
、
告
子
を
荷
子
に
比
せ
る
事
は
明
に
朱
子

の
謬
見
に
し
て
此
事
は
鄭
申
甫

が
云

つ
て
曰
く
。

「
注
謂
。
告
子
此
説
如
昌筍
子
性
悪
之
説
果

レ是
。
朱
子
只
是
善
悪
倶
無
。
」

性
善
論
の
研
究
(
二
)

四
五



性
曲署
論
の
研
究
(
二
)

四
六

孟
子
は
此
告
子

の
説
に
樹
し
て
反
駁
し
て
曰
く
。

「
子
能
順
昌杞
柳
之
性
一而
以
爲
昌椿
栖
一乎
。
將
栽
昌賊
杞
柳
一而
後
以
爲
格

捲
一也
。
如
將
下我

賊

杞
柳
一而
以
爲
臥櫓
椿
加
則

亦
將
下哉
二賊
人
一以
爲
中仁
義
・與
。
季

天

下
之
人
一而
調
=仁
義
一者
。
必
子
之
言
夫
。
」

此
交

に
依

つ
て
見
れ
ば
、
孟
子
は
告
子

の
意
を
更
に
明
に
せ
ん
た

め
反
論
し
、
更
に
そ
の
自
己

の
主
張
を
そ
の
間

に
自
か
ら
彷
彿

せ
し

め
ん
ご
せ
る
事

明
な
り
。
杷
柳
に
は
本
來
柔
曲

の
性
あ
り
。
故

に
環
曲

の
器
を
爲
す
事
を
得
。

若
し
告
子

の
意
此
の
如
し
ご
せ
ば
、
孟
子

の
本
意
に
調
和
せ
る
も
の
に
し
て
、
人
に
は
本
來
粋
善

の
性
あ
う
、
故

に

善
美

の
行
を
爲
し
得
る
が
如
し
、
ご
結
論
せ
ん
こ
す

る
な
り
。
然

る
に
告
子

の
意
は
實
は
然
ら
す
。
杷
柳
は
元
よ
り

栖
椿
の
性
な
く
、
必
す
杷
柳
の
木
材
を
矯
揉
我
賊
し
て
此

に
器
を
得
ε
す
る
者
故
、
孟
チ
は
極
力
之

に
反
し
天
下
の

仁
義
を
調
す

る
者
は
必
す
告
子

の
仁
義
な
し
の
説
な
り
ご
道
破
せ
し
な
り
。
此
文

に
依

つ
て
も
已
に
明

に
孟
子

の
性

善

の
意
義
を
窺
知
す
る
事
を
得
、
帥
ち
本
來
仁
義
を
な
す

の
性

が
あ
れ
ば
、
此
に
仁
義
を
爲
し
得

る
者

に
て
本
來
な

き
輩
な

る
木
材
を
我
賊
し
て
器
を
作
る
が
如
く
ん
ば
、
何
人
も
仁
義
を
難
し
ご
し
、
此

に
赴
く
者
な
か

る
べ
し
、

ご

言

ふ
に
在
り
。

趙
岐

は
注
し
て
曰
く
、
「
以
丙
告
子
轄
レ性
以
爲
二仁
義
菩

二輻
レ木
以
成
ツ器
。
必
獲
乙
賊
之
甲
故
。
言
拳
レ人
以
渦
臨仁
義

者
。

必
子
之
言
。
」
此
れ
交
意
明
な
り
。

(
二
)
、
「
同
」
に
曰
く
、



「
告
子
日
。
性
猶
二濡
水
齢也
。
決
二諸
東
方
一則
東
流
。
決

諸

西
方
一則
西
流
。
人
性
之
無
レ分
二於
善
不
善
司猶
二水
之
無
7分
二

於
東

酉

也
。
」

告
子
は
「
性
無
善
無
不
善
也
」
を
例

へ
て
滞
水
の
如
し
ε
云

ふ
、
濡
水
は
「
回
淀
無
ン分
二東
西
こ
を
以
て
、
人
の
性

も

「
善
悪
随
ノ物
化
。
無
昌本
善
不
善
之
性
一也
。
」
ご
云
ふ
。
然

る
に
此

に
も
朱
子
は
告
子
の
主
張
を
以

て
「
近

於̀
楊
子
善
悪

混
之
説
。
」
ε
注
せ
る
が
、
此

れ
明
に
謬
見
に
し
て
顧
麟
初
は
云
ふ
、
「
告
子
正
謂
a無
レ善
無
　
不
善
一耳
。
與
昌楊
子
霊
量
勘

混
之
説
一差
異
。
」
ご
。
此
告
子
の
濡
水
の
喩
に
封
し
孟
子
は
自
己
の
性
善
を
説

い
て
曰
く
.

「
孟
子
日
。
水
信
無
レ分
5於
東
西
司
無
レ分
　
於
上
下
一乎
。
人
性
之
善
也
。
猶

永

之
就
7下
也
◎
人
無
ノ有
レ不
ン善
。
水
無

レ有
レ不
・下
。
今
夫
水
。
搏
而
躍
乏

。
可
レ使
レ過
レ穎
。
激
而
行
乏

。
可
レ使
レ在
レ山
。

是
豊
水
之
性
哉
。
其
勢

則
然
也
。

人
之
可
レ使
レ爲
ネ

善
箕

性
亦
猶
是
也
。
」

印
ち
濡
水
は
東
西
を
論
せ
す
、
決
せ
る
威

に
流

れ
下
鴨る
ε
錐
も
、
然
し
上

る
事
を

せ
す
し
て
常
に
下
ら
ん
こ
す

る

は
水
の
本
性
な
ら
す
や
。
此
れ
人
性

の
善

の
喩

な
り
。
入
性
は
常
に
善

を
爲
さ
ん
ご
す
る
潜
在
的
可
能
力
を
有
す
。

そ
の
不
善
を
爲
さ
し
む
る
は
、
水
の
下
性
を
強

い
て
搏
し
て
飛
ば
し
、
激
し
て
山
に
登
ら
す

る
が
如
く
、
不
膚
然
な

る
強
行
に
よ
つ
て
悪
行
を
爲
す
も
の
な
り
。

ご
云

ふ
が
此
文
意
な
る
も
、
孟
子
の
議
論
は
往

々
に
し
て
誇
大
に
失
す

る
の
怖
あ
り
。
此
の
文

の
絡
の
如
き
も
、
人
の
悪
を
爲
す
を
水
を
山
に
登
ら
し
む
る
如
く
強
行
す

べ
き
難
事
こ
な
す

も
、
此
れ
柳
か
過
言

の
失
な
き
事
能
は
す
、
人
性
中
も
又
悪
を
爲

さ
ん
ご
す

る
情
欲
あ
り
。
此

は
寧
ろ
自
然
的
な
り
。

性
善
論
の
硯
究
(
二
)

四
七



牲
善
論
の
研
究
(
二
)

四
入

さ
れ
ざ
之

は
人

の
人
だ
る
所
以
の
長
所

に
非
す
。
仁
義
を
以
て
高
街
な

る
遊
徳
的
、
精
紳
的
の
道
を
行

ふ
は
、
孟
子

性
善
を
説
く
根
本
理
想
に
し
て
帥
ち
性
善

を
過
言
せ
ん
た
め
、
不
善

を
な
さ
ん
ご
す

る
傾
を
輕
視
し
て
水
を
山

に
登

ら
す

の
如
き
不
條
理
な
り
ご
我
田
引
水
的

の
論
断
を
試
み
し

な
り
。
孟
子

の
性
善
論
の
主
張
は
此

の

一
文

に
最
も
盤

せ
り
ご
謂

ふ
可
し
。

然

る
に
太
宰
春
壷
が
「
性
學
問
答
」
に
は
孟
子
を
難
じ
て

「
水
の
下
る
は
水
の
動
く
所

に
て
見

る
も
、
人
の
性

の
善

不
善
は
、
動
か
ぬ
前

に
於

て
論
す
。
動

く
所
を
取
り
て
動
か
ぬ
所

の
喩
と
す

る
は
非
な
り
」
ε
云

へ
る
は
非
な
り
ご

云
ふ

べ
く
、
共

に
性
に
付
て
の
議
論

こ
し
て
そ

の
引
喩
最
も
宜
を
得
た
)
ε
云
ふ
べ
し
。

(三
)
、
「
同
」
に
曰
く
、

「
公
都
子
日
。
告
子
日
。
性
無
レ善
無
ネ

善
】也
。
或
日
。
性
可
珍

爲
ツ善
。
可
二以
爲
二不
善
州
是
故
文
武
興
則
民
好
レ善
。

幽
属
興
則
民
好
レ暴
。
或
日
。
有
昌性
善
明
有
二性
不
善
司
是
故
以
㌦尭
爲
7
君
而
有
レ象
。
以
二馨
艘
一爲
レ父
而
有
レ舜
。
以
レ対

爲
二兄
之
子
司且
以
爲
レ君
。
而
有
二微
子
啓
。
王
子
比
子
司今
日
性
善
。
然
則
彼
皆
非
與
。
」

此
文
を
以
て
見

る
に
、

已
に
當
時
性
論
盛
に
行
は
れ
、
孟
子
は
濁

り
性
善
論
を
主
張
し
て
他
の
論
者
に
拮
抗
せ
し

状
思
ふ
可
し
。
孟
子
は
上
逓

の
告
子

の
二
説

に
反
封
せ
る
が
、
彼

が
反
樹
せ
し
性
論
は
告
子
に
の
み
止
ら
す
。
當
時

の
性
論

に
は
凡
そ
三
説
あ
り
し
が
如
し
Q
第

煽
は
告
子
の

「
性
無
レ善
無
昌不
善
こ
の
主
説

に
し
て
随
て
善
を
も
成
し
得
、

亦
不
善
を
も
な
し
得
、
唯
性

に
は
固
定
せ
る
善
悪
等

の
特
質

な
く
、
周
園
環
境
の
習
慣
、
影
響

に
依
て
鍵
化
す

る
を



以
て
文
武

の
時
は
民
此
に
響
ひ
て
善
を
好
み
、
幽
属
の
時

は
民
此
を
學
・ん
で
暴
を
好
む
に
至
る
。
此
れ
固
定
性
な
き

謹
左
な
り
こ
の
主
張

な
り
。
第

二
は
性
善
悪
固
定
説
に
し
て
、
入

々
に
依

つ
て
善

な
る
人
あ
り
、
不
善

な
る
人
あ
り

こ
の
主
張

な
b
。
故

に
何
等
外
界

の
影
響

ご
は
没
交
渉

に
し
て
、
生
れ
乍
ら
善
者
あ
り
。
'又
不
善
者
あ
り
。
例

へ
ば

尭
の
如
き
聖
人

の
下
に
舜
の
弟
の
象
の
悪
人
あ
り
。
討
を
兄

の
子
こ
し
て
且

つ
君
ご
す

る
人

に
徴
子
、
比
子
の
忠

臣

あ
り
。
箋

も
象
を
化
す

る
事
能

は
す
。
警
艘
、
紺

の
悪
を
以
て
し
て
も
、

舜
、
徴
、
比
、
の
善
を
悪

に
遷
す
事
能

は

す
。
此
れ
人
に
依
り
善
悪
は
先
天
的
に
固
定
せ
る
に
依
る
ピ
。
孟
子
は
以
上
の
二
説
に
極
力
反
封
し
て
自
己
の
性
善

論
を
説
く
、
邸
ち
公
都
子

の
此
問

に
答

へ
て
曰
く
。

「
乃
若

真

情
輔則
可
一一以
爲
7善
尖
。
乃
所
謂
善
也
。
若
夫
爲
一一不
善
明非
=才
之
罪
一也
。
」

安
井
衡
は
此

に
注
し
て
曰
く
、
「
情
者
性
之
襲
也
。
才
者
性
之
用
也
。
才
随
レ情
而
動
。
故
皆
可
二以
爲
7善
契
。
」
ご
。

孟
子
は
公
都
子
の
問

に
樹
し
他

の
學
説
を
否
定
す

る
事
を
爲
さ
す
し
て
先

づ
自
己
の
主
張
を
力
説

し
、
人
は
本
來
性

中
四
端

の
心
あ
り
、

こ
れ
が
襲
し
て
情

ご
な
る
。
故

に
情

に
随

つ
て
爲
す
事
は
必
す
善
な
り
。
儒
子

の
井

に
入

る
を

見
て
側
隠
の
心
を
登
す

る
が
如
し
。
人

の
不
善

を
爲
す

は

一
時
物
欲

の
陥
溺
す
る
に
依

る
者

t
て
、
性
の
作
用

だ
る

才

の
罪

に
非
す
ピ
。
更
に
四
端

の
心
の
人
皆
此
を
有
す

る
事
を
説
て
後
。

「
仁
義
禮
智
。
非

由

外
礫
ツ我
也
。
我
固
宥

之
一也
。
弗
レ思
耳
奥
。
故

日
。
求
則
得
乏

。
舎
則
失
乏

。
或
相
倍
覆
而

無
レ算
者
。
不
レ能
レ遜
二其
才
一者
也
。
」

性
善
論
の
研
究
(
ご
)

.

四
九



性
善
論
の
研
究
(
二
)

五
〇

ご
て
、
更
に
詩
経
大
雅
蒸
民
篇
の
詩

を
引
き
て
性
善

を
力
説
せ
り
。
郎
ち
四
端

の
心
は
人
の
固
有
す

る
も
の
に
て
外

よ
り
來

る
に
非
す
。
人
は
此
貧

い
者
を
培
養

し
、
修
養
し
て
天
下

の
人

に
振
充

し
、
以
て
入
性
を
完

ふ
し
心
を
盤
す

べ
し
。
思
ひ
て
之
を
求
む
れ
ば
得
、
棄

て
顧
ざ
れ
ば
之
を
失

ふ
、
途
に
は
爾
者
太

だ
し
き
懸
隔
を
生
じ
て

「
轡
相
遠

也
し

の
詞
を
實
現
す

る
も
、
此
は
才

の
働
を
完
全
に
盤

さ

い
る
故

な
り
。
人
性
本
善
。
此

の
用
た
る
才
や
必
ら
す
此

を
完
全

に
働
か
し
む
れ
ば
叉
善

な
る
の
み
、

ご
の
意
な
り
。
孟
子
正
義

に
は
註

し
て
曰
く
、

「
人
錐
…一有
レ智
有
7愚
。
大
致
相
近
。
而
智
愚
之
甚
遠
者
。

蓋
鮮
。
智

愚
者
。

遠
近
差
等
殊
"科

。
而
非
二相
反
明
霊
量
心

則
相
反
之
名
。
非
一一遠
近
之
名
司
知
人
之
成
レ性
其
不
レ齊

在
一一智
愚
岡
亦
可
知

。
任
査
ハ愚
一而
不
學

不
レ思
。
乃
流
爲
レ悪
。

愚
非
レ悪
也
。
人
無
レ有
二不
善
一明
尖
Q
」

此
れ
帥
人

の
智
愚
に
依
て
聖
凡
の
相
遠
る
や
、
性

の
善
悪
に
依
る
に
非
す
し
て
不
思
不
學

に
し
て
愚
に
任
す

る
に

依
て
天
地

の
懸
隔
を
生
す
る
の
謂
な
り
。
此
に
依
て
も
孟
子

の
性
善

の
主
張
は
明
な
り
ε
云

ふ

べ
し
。

此

に
注
意
す

べ
き
は
、
情
、
性
、
才
、
心
,
等

の
丈
字
な
り
。
仁
齋
は
情
を
以
て
「
性
之
欲
也
」
ご
し
、
更
に
朱
子

が
四
端
を
以
て
情
と
せ
る
を
反
駁
し
て
、
此
れ
情
に
非
す
し
て
心
な
リ
ビ
し
、
更

に
心
、
性
、
情
、
等
を
論
じ
て
曰

く
、「

情
者
。
性
之
欲
也
。
以
レ有
レ所
レ動
而
言
。
故
以
昌性
情
鴫並
欝
。
樂
記
日
。
威
レ物
而
動
者
。
性
之
欲
也
。
是
也
。
」

(
語
孟
字
義
、
情
)



「
晦
庵
以
一一四
端
一爲
レ情
。
最
無
レ謂
。
孟
子
明
日
一西

端
之
心
舶
而
未
篭嘗
日
二四
端
之
情
叩
可
見

四
端
是
心
。
非
レ情
。
」
(同
)

「
凡
心
性
情
才
志
意
等
字
。
有
下必
用
二
功
夫
一字
胡
有
下
不
レ必
=用
功
夫
一字
帥
於
・心
則
日
・存

日
レ霊
。
於

権

則
日
・養
日

レ怨
。
志
則
日
レ持
日
レ爾
。
皆
是
用
一一功
夫
一之
字
。
若
二情
字
才
字
輔
皆
不
レ必
一一用
功
夫
司
何
者
。
以
・養
真

性
司
則
情
自

正
。
存
二其
心
一則
才
畠
長
轟也
、
先
儒
有
{勅
レ情
之
語
司
蓋
不
レ理
會

此
意
一耳
。
學
者
審
焉
。
」
(同
)

「
心
者
。
人
之
所
二思
慮
運
璽

本
非
レ貴
。
亦
非
レ賎
。
凡
有
情
之
類
皆
有
乏

。
故
聖
人
貴
徳
。
而
不
レ貴
レ心
。
論
語
中
。

説
レ心
者
Q
纏
有
下其
心
三
月
不
レ違

於

仁
司
及
從
二心
所
》欲
不
レ鍮
γ矩
。
及
簡
在
二帝
心
一三
言
亀而
巳
。
然
皆
不
菖以
・心
爲
=

緊
要
岡至
二於
孟
子
一多
説
レ心
。
然
亦
皆
指
二仁
義
之
良
心
而

言
。
不
庸

説
レ心
。
日
本
心
。
日
存
心
。
是
也
。
」
(同
)

然

る
に
此
才

に
付

て
は
程
子
は
理
氣
に
付
て
曰
く
、

「
性
出
於

天
司才
出

於

氣
明
氣
清
則
才
清
。
氣
濁
則
才
濁
。
讐
猶
レ木
焉
。
曲
直
者
性
也
。
可
巴
以
爲
一一棟
梁
幻
可
菖以
爲
=

棲
桶

者
才
也
。
才
則
有

善

與
不
善
司性
則
無

ネ

善
こ

(
性
理
大
全
、
三
+
一
)

此
れ
性
情
を
理
氣

に
分
て

る
程
子
が
才
を
論
す
る
當
然
の
結
果
な
り
ざ
錐
も
、
孟
子
に
も
此
等

の
念
な
く
、
只
仁

齋
…の
説

く
如
き
も
の
な
ら
む
か
o

「
才
者
。
性
之
能
也
。
猶
二手
之
持
足
之
行
叩可
昌以
爲
7善
。
亦
亘
　以
爲
　不
善
舶
(中
略
)
然
其
書
レ字
殺
レ人
。
皆
在
レ於
レ手
。

而
所
一一以
書
レ之
殺
ツ之
者
。
則
在
=於
心
明
故
孟
子
日
。
若
夫
爲
二不
善
一非
二才
之
罪
叩
又
日
非
二天
之
降
・才
而
爾
殊
一也
。

其
所
呂以
陥
昌溺
其
心
嚇者
然
也
。
明
其
爲
昌不
善
噛者
。
錐
レ在
於

才
舶
然
其
所
昌以
爲
ツ之
者
。
在
　於
心
一也
。
」
(
語
孟
字
義
)

性
善
論
の
研
究
(
二
)

五

一



性
善
論
の
研
究
(
二
)

五
二

故

に
心
ご
は
性
ご
情

ε
を
兼
ね
た
る
名
詞
た
る
事
明
な
り
。

(四
)
「
同
告
子

、上
」
に
曰
く
、

「
孟
子
日
。
富
歳
子
弟
多
レ頼
。
凶
歳
子
弟
多
レ暴
。
非
天

之
降
ソ才
爾
殊
一也
。
其
所
三以
陥
二溺
其
心
一者
然
也
。
」

富
歳
豊
年
に
は
人

々
生
活
上
何
等

の
不
足
を
戚
す

る
事
な
く
、
衣
食
饒

足
し
て
薩
を
守
り
道
行
は
る
れ
ご
、

一
度

凶
年

ε
な
る
や
人

々
衣
食
の
欲

に
駆
ら
れ
て
肚
會

の
安
寧
を
観
す

に
至
る
。
此
れ
天

の
與
な
る
慮

の
才

が
豊
凶

の
歳

の
如
何

に
よ
り
て
異
な
る
に
非
す
し
て
、
唯
外
物
よ
り
の
影
響

に
よ
り
物
欲

に
陥
溺
さ
れ
る
ε
否
ご
に
依
て
如
斯
善

悪

の
差
あ
る
行
を
な
す
な
り
。
其
心
本
善
筍
も
人

こ
し
て
聖
人
も
凡
人
も
其
本
性
よ
り
論
す
れ
ば
根
本
的

に
異
な
る

も
の
に
非
す
。

一
は
此
を
把
持
し
存
養
し
籏
充
す

る
ご
、
他
は
之
を
不
思
不
學

に
附
し
放
任
し
て
治

め
ざ

る
の
み
の

差
な
り
。
故

に
孟
子
は
此
を
引
謹
し
て
曰
く
、
今
此
に
農
夫
あ

つ
て
鉾
姿
を
蒔

き
、
此
を
培
養
し
て
姿
を
得
ん
こ
す

る
に
、

一
定

の
同
じ
畑
、
同
じ
時
、
を
以
て
此
を
樹

ふ
る
も
其
成
熟
の
時

に
至

つ
て
は
各
個
の
褒
粒
を
槍
す
る
に
何

れ
も
多
少
の
差
違
あ
り
。
然
し
此

の
差
違
は
同
じ
畑
ご
錐
も
部
分
に
依
て
豊
沃
、
硫
硝

の
差
あ
う
Q
又
天

の
雨
露

の

恵

の
よ
く
及
ぷ
慮
ε
然
ら
ざ
る
慮

ご
、
叉
人
爲
施
肥
等

の
差
も
あ
る
故
に
し
て
、
等

し
く
姿
た
る
の
性

に
は
何
等
の

差
別
な
し
。
此
れ
植
物
に
例
を
求
め
た
る
も
今
人
に
於
け
る
も
此
ε
同
然
な
れ
ば
、
帥
ち
孟
子

は
次
に
曰
く
、

「
故
凡
同
レ類
者
畢
相
似
也
。
何
濁

至
=於
人
一而
疑
レ之
。
聖
人
與
レ我
同
レ類
者
。
」

麗
れ
聖
凡
を
通
じ
て
其
牲
の
善
な
る
を
云

へ
る
事
明
な
り
。
性
論
に
於

て
孟
子
に
極
力
反
野
せ
る
荷
子
す
ら
,
聖



凡
共
遥

の
性
は
此
を
認

め
元
り
。
只
彼

は
此
を
以

て
激
育

の
カ
の
萬
能
を
主
張
し
、
性
悪
を
論
す
る
の
方
便
ご
な
し

た
る
の
み
。
帥
ち
「
性
悪
篇
」
に
は
曰
く
、

「
聖
人
之
所
下以
同
昌於
衆
一其
不
占異
一一於
衆
"者
性
也
。
所
一一以
異
而
過
7衆
者
鶴
也
。
」
叉
「
勧
學
篇
」
に
も
曰
く
、「
君
子
生

非
レ異
也
。
善
假
昌於
物
一也
。
」

・

故

に
凡
そ
類
を
同

ふ
す

る
人
間
に
し
て
聖
凡
の
問
何
等
根
本
的
性

の
相
違
あ

る
可
ら
ざ

る
や
明
な
り
。
孟
子
は
此

、を
以
て
性
善

の
謹
左

ご
し
、
故

に
唯
外
物
の
悪
化
を
却
け
て
、
其
心
を
番
し
性
を
養
ひ
以
て
四
端
を
完

ふ
す

べ
し
ご

説
く
な
り
。
此
の
土
ハ通
な
る
善
性
を
有
す

る
事
を
、
孟
子
は
更
に
古
賢
者
龍
子

の
詞
を
假
り
て
説
く
、
曰
く
、
人

の

履
を
作

る
や
、
多
少
大
小

の
差
は
あ
り
ご
錐

も
此
を
萱

に
す

る
如
き
事
な
き
は
、
天
下
の
人

の
足
殆
ん
ご
同
標
な
る

を
以

て
な
り
。
又
人

々
の
昧
畳
に
於
て
も
同
標
、
彼

の
齊

の
桓
公
に
仕

へ
て
、
潤
濯

二
水
の
昧
を
判
別
し
得
た
り
ご

傳

ふ
る
易
牙
を
以
て
昧

に
於
け

る
傑
出
者
こ
な
し

、
彼

の
料
理
を
欲
す

る
所
以
は
、
人

々
同
じ
味

を
戚
す

る
を
以
て
、

彼

は
目
ら
自
己
の
味

に
適
す

る
物
を
作

る
ε
錐
も
天
下
の
人
、
皆
此

に
從
ふ
に
到

る
。
耳
も
又
同
様

に
し
て
、
彼

の

周
代

の
音
樂
家
師
蹟
を
稽
し
て
、
何
人
も
彼
の
琴
を
き
か

ん
ご
欲
す

る
は
、
耳
欲
の
相
似
た
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。

叉
目
も
同
様
.
古

の
美
人
た

る
子
都

の
如
き
は
何
人
も
見
ん
事
を
欲
す
。
此
等
を
総
合
し
て
推
論
す

る
に
何
ぞ
濁

り

心
に
於
て
人
々
異

な
る
も
の
有

り
得
可

ん
や
、
故

に
孟
子
曰
く
、

「
心
之
所
二同
然
一者
何
也
。
謂
理
也
義
也
。
聖
人
先
得
昌我
心
之
所
二同
然
一耳
。
故
理
義
之
舜
一我
心
輔
猶
三窃
豪
之
悦
二我

性
善
論
の
研
究
(二
)

五
三



性
善
論
の
研
究
(
二
)

五
四

ロ
ご

帥
ち
理
義
を
欲
す
る
は
聖
凡
共
蓮

の
心
な
り
。
故

に
吾
人
は

一
事
を
行
ひ
て
理
義

に
當

る
時
は
吾
心
氣
必
す
暢
然

自
得
す

る
も
の
あ
り
。
若
し
理
義

に
惇

る
時
は
、
心
氣
必
ら
す
沮
喪
し
て
自
失
す
。
此
を
以
て
見
れ
ば
心
の
理
義

に

協
は
ん
事
を
欲
す

る
は
猶
耳
目
ロ
鼻

の
欲

の
如
し
。
天
下
の
人
皆
此
れ
性
善
な
る
所
以
な
り
。
此
れ
孟
子
の
共
通
牲

善

を
示
せ
る
論
な
り
o

(五
)「
孟
子
、
盤
心
、上
」
に
曰
く
、

「
君
子
所
!性
。
仁
義
禮
智
。
根
=拠
心
司
其
生
既色
也
。
眸
然
見
二於
面
一ゆ
盤
二於
背
司
施
二於
四
禮
明
四
禮
不
レ言
而
喩
。
」

孟
子

の
性
善

の
意
義
は
前

に
要
約
せ
し
如
く
、善
を
な
す

の
可
能
性
あ
る
よ
り
名
け
し
事
勿
論
な
る
も
、
此
文

に
依

る
ご
君
子
の
性
こ
す

る
慮
は
只
仁
義
禮
智

の
四
徳
の
み
に
て
食
色
乃
至
耳
目
の
欲

の
如
き
は
全
く
性

の
概
念
よ
り
除

外
せ
る
が
如
く
見
ゆ
る
も
、
現

に
朱
子
等

は
如
斯
解
す

る
も
、
「
根
於
心
」
ご
は
心
の
中

に
其
根
本
を
有
す

る
事

に
て
、

仁
義
禮
智

の
み
が
性

な
り
ご
限
り
た
る
文
意

に
は
非
す
。
吾
人
の
中

に
側
隠
、
董
悪
、
等

の
四
端
が
存

し
、
そ
れ
を

根
底
ご
し
て
、
此
よ
り
外

に
出

る
者
が
仁
義
等

の
四
徳

こ
な
る
な
り
。
仁
義

を
行
ふ
は
決
し
て
此
を
外
よ
り
來
す

に

非
す
、
無
理
に
強

ふ
る
に
非
す
、
本
來
心

に
根
を
存
す

る
者
を
培
養
し
籏
充
す

る
丈
の
事
な
り
。
帥
ち
仁
義
等
を
除

い
て
は
別

に
性

ご
す

る
も
の
な
し
の
意

に
は
解

さ
れ
す
。
此
も
亦
、
明
に
彼
の
性
善

を
謹
明
す

る
も
の
な
り
。

以
上
論
す
る
慮

に
依
て
孟
子

の
性
善

の
意
義

は
酪

々
朋
こ
な
れ
り
。
次
に
來
る
可

き
問
題
は
、

此
の
聖
凡
共
通
の



性
善

を
修
養
し
て
、
徳
を
進
め
仁
を
行
ひ
、
以
て
聖
賢

に
近

づ
か
ん
ご
す
る
に
は
如
何
に
し
て
修
養
す

べ
き
か
、
其

の
方
法
如
何
の
問
題
な
り
Q
蓋
し
吾
人
の
理
想
は
如
何
に
遠
大
高

禽
に
し
て
且

つ
そ
の
動
機
は
如
何
に
善

な
り
ご
錐

も
、
此
を
達
す

る
の
方
法
に
し
て
正
當
を
歓
く
時
は
、
理
想
は
室
想
的
書
餅

こ
な
り
動
機
は
徒
ら
な
る
煩
悶
的
の
努

力

ご
な
る
。
故

に
性
善
を
論
じ
て
此
が
振
充
存
養
の
必
要
を
説
く
ε
共
に
、
此
が
修
養

に
關
す

る
注
意
、
方
法
等
を

論
せ
ざ
れ
ば
、
未
だ
全
し
ご
云
ふ
可

ら
す
。
故

に
以
下
少
し
く
「
孟
子
」
の
本
文

に
依

つ
て
修
養

の
必
要
、
方
法
、
例

喩
、
等
を
摘
出
し
て
、
以
て
孟
子

の
性
善
説
を
了
ら

ん
こ
す
。

前
述

の
如
く
孟
子

の
性
善

の
意
義
は
、
各
人
絶
樹
的
に
同

一
孚
等

な
る
善
性
を
有
す

る
の
意

に
非
す
し
て
、
人
の

性
中

に
は
自
ら
高
爾
な
る
道
徳
的
、
精
紳
的
の
者
ε
食
色
等

の
形
態
的
、
戚
畳
的

の
下
等
な

る
者
ご
あ
り
。
食
色
の

満
足
は
其

の
適
當
な

る
方
法
、
程
度

に
於
て
は
善

ご
も
悪

ご
も
辮
す
可

ら
す
、然

れ
ざ
も
人

の
人
た
る
所
以
の
高
爾
な

る
仁
義
等
は
此
を
修
養
し
て
以
て
聖
人
ご
な
り
、
此
を
放
任
し
て
以
て
凡
人

ざ
化
す
。
故

に
何
人
も
此
を
爲

さ
や
る

可
ら
す
、

と
の
意

に
外
な
ら
す
。
故

に
彼

が
修
養
を
説
く
時

に
は
常
に
此
の
性
中

の
二
部
分

を
劃
照
せ
し
が
如
し
。

公
都
子
、
曾
て
孟
子

ご
問
答
す
。
帥
ち
、

(
イ
)
、
「
同
、
告
子

、上
」
に
臼
く
、

「
釣
是
人
也
Q
或
震
天

人
湘或
爲
二小
人
輔何
也
。
孟
子
日
。
從
二其
大
膿

爲
二大
人
司從
昌其
小
膿
一爲
二小
入
鴫。
」

公
都
子
は
釣
し
く
人

に
し

て
大
人
、
小
人
、

ご
相
蓮
を
生
す

る
の
理
如
何
ご
問
ふ
に
、
孟
子
は
其

の
別
の
依

つ
て

性
善
論
の
孫
究
(
二
)

五
五



性
善
論
の
硯
究
(
二
)

五
山ハ

生
す
る
威
を
示
し

て
曰
く
、
大
膿
に
從

へ
ば
大
人
、
小
禮

に
從

へ
ば
小
人
ご
な
る
。

ご
Q
大
膿

は
心
、
小
膿
は
耳
目

等
の
下
等

の
戚
畳
的
欲
情
を
指
す
な

り
。
更

に
論
じ
て
曰
く
。

'
「
釣
是
人
也
。
或
餐
翼

大
膿
叩或
餐

】其
小
禮
殉何
他
。
日
。
耳
且
之
官
。
不
〆思
而
蔽
=於
物
司物
交
レ物
。
則

引
乏

而
已

尖
。
心
之
官
則
思
Q
思
則
得
レ之
9
不
レ思
則
不
し得
也
。
此
天
之
所
レ與
レ我
者
。
先
立
一乎

其
大
者
叩
則
其
小
者
不
レ能
奪

也
。
此
爲
昌大
人
一而
已
突
。
」

此
丈
意

は
、
孟
子

の
云

ふ
慮
は
、
要
之
、
耳
目
等

の
小
腱
は
各

々
見
聞
等

の
職
分

あ
る
も
唯
受
動
的
に
外
界

の
刺

戟

に
癒
す

る
の
み
な
る
に
反
し
、
心
は
思

ふ
事
を
職
分
と
す

る
故
に
、
自
ら
思

へ
ば
必
ら
す
仁
義

を
存
養
す

る
事
を

得

る
者

に
し
て
、
外
界
の
耳
目
等

の
官
欲
よ
り
奪
は
る
、
事
な
し
。
耳
目
も
心
も
等
し
く
天
の
吾
に
與
ふ
る
庵

な
れ

ご
も
、
そ
の
大
小
高

下
を
考

へ
て
、
大
な
る
精
紳
的
の
大
禮
を
立
て
ざ

る
可
ら
す
。
斯
て
仁
に
居

り
義
を
践
ま
ば
、

以
て
大
人
ご
な
り
。
小
膿

は
此
を
如
何
ご
も
す

可
ら
ざ

る
に
到
る
。

ご
の
意
な
り
。
詰
り
何
人
も
大
禮
、
小
膿

を
有

す

る
が
、
吾
人
は
大
騰
を
修
養
し
て
小
膿
を
命
令
す
る
の
椹
威
を
十
分
養
成
せ
ざ
る
可
ら
す

ご
の
意
な
り
。
此

の
大

膿
は
少
な
く
ご
も
何
人

に
も
有

り
、
養
て
以

て
聖
賢
た
り
得

る
の
胚
胎
た

る
を
以

て
、
此
を
性
善

ご
稻

せ
し
な
り
。

趙
岐
は
注
し
て
曰
く
、

「
比
二方
天
所
レ與
レ人
情
性
明先
立
昌乎
其
大
者
司謂
　生
而
有
藍
日牲
一也
。
小
者
情
慾
也
。
善
勝
悪
。
期
悪
不
レ能
レ奪
。
」

孟

子
は
叉
齊
の
牛
山

の
草
木
な
く
濯

々
た

る
を
以

て
、
人
の
悪

に
傾
け

る
者

に
比
し
て
曰
く
、
彼
の
牛
山
は
元
、



草
木
繁
茂
し
美
観
あ
り
し
も
、
人
里
に
近
き
爲

め
、
斧
斤
之
を
伐
り
、
牛
羊
此
に
牧
蓄
し
て
、

日
夜
雨
露
の
恵
に
依

て
生
せ
ん
ご
す

る
萌
芽

さ

へ
損
害

さ
る
、
を
以

て
斯
く
濯

々
た
る
禿
山

ご
化
せ
り
。
人
以
て
元
來
草
木
無
き
山

の
如

く
思
惟
す
。
此
れ
其

の
元
を
知
ら
ざ

る
な
り
。
如
何
な
る
悪
人

ε
錐
も
、

一
見
生
來

の
酷
悪
の
如
く
見
ゆ
る
も
此
れ

良
心
を
放
伐
す

る
物
欲

の
斧
斤
が
存
す

る
に
依
る
も
の
に
し
て
吾
人
は
夜
氣

の
修
養
を
な
ー
て
早
旦
、
心
未
だ
外
物

の
爲
め
撹
鋤

せ
ら

れ
ざ

る
以
前
に
本
心
の
修
養
を
な
し
、
物
慾

ビ
本
心
ご
の
理
を
省
察
し
て
善

に
進
む
の
道
を
思
ふ

べ
し
、
人
若
し
此

の
夜
氣

の
修
養
な
く
何
等

の
反
省
顧
慮
を
な
す
事
を
用
ひ
す
し
て
、
物
慾

に
接
す

る
事
の
み
に

一

日
を
邊

る
時

は
人
は
恰
も
禽
獣

の
如
く
な
り
。
才

の
用

は
悪

に
赴

い
て
人
情

に
乖
反
す

る
に
封
る
。
故

に
孟
子
、
修

養

の
必
要
を
述

べ
て
曰
く

(
ロ
)
、
「
告
子
、上
」

「
筍
得

真

養
一無
物

不
ツ長
。
筍
失
昌其
養
明
無
昌物
不
∀溝
。
孔
子
日
。
操
則
存
。
舎
則
亡
。
出
入
無
レ時
、
莫
レ知
査
ハ郷
司

惟
心
之
謂
與
。
」

朱
子
は
此
の
孟
子
の
夜
氣
修
養

の
説
を
重
視
し
て
曰

く
、

「
人

理
義
之
心
。
未
二嘗
無
岡
惟
持
二守
之
唱帥
在
爾
。
若
於
二旦
書
之
間
司
不
レ至
二楷
亡
司
則
夜
氣
清
。
夜
氣
清
。
則
李

旦
歩

與
レ物
接
乏

時
。
湛
然
虚

明
。
氣
象
自
可
レ見
突
。
孟
子
登
=此
夜
氣
之
説
司
於
　學
者
硝極
夢

力
。
宜
三熟
玩
而
深
二

省
之
一也
。
」

性
善
論
の
研
究
(
二
)

五
七



性
善
論
の
研
究
(
ご
)

五
入

此
の
養
ご
不
養

ε
に
似
た
る
修
養

に
關
す

る
詞
は
諸
慮

に
顯
れ
た
り
。
帥
ち

(
、ノ
)
、
「
同
告
子

、上
」
に
曰
く
、

「
禮
有
昌貴
賎
司有
二小
大
司無
昌以
レ小
害
ツ大
。
無
二以
レ賎
害
7貴
。
養
昌其
小
一者
。
爲
二小
人
司
養

真

大
一者
。
爲
二大
人
一。
」

此
は
前

の
公
都
子

の
大
人
、
小
人
の
問

の
如

き
も
、
前
は
各
々
異
な
る
人

に
付
て
論
じ
此
は
同

一
人

に
付
て
説
く
。

例

へ
ば
、
人

々
の

一
指
を
養

ふ
爲

に
大
な

る
肩
背
を
失

ふ
事
あ
ら
ば
、
其
人
は
謝
暴
狼
籍
の
人

に
し
て
眞

の
治

の
意

味
を
解

せ
ざ

る
者
な
り
。
又
以
て
大
人
た

る
事
能
は
す
。
又
植
木
屋
が
桐
梧
の
良
木
を
捨
て

、
拭
棘
の
悪
木
を
養
培

せ
ぱ
、此
れ
以
て
大
場
師

ご
薦
す
可
ら
す
。
又
飲
食

の
欲

に
の
み
騙
ら
れ
て

一
身

の
健
康
、
心
の
修
養
を
も
思
ふ
能
は

ざ
る
者
は
賎
夫

ビ
繕
す

べ
き
者

に
て
、
小
の
た
め
に
大
を
失
す

る
人
な
り
。
若
し
全
身

の
健
康
ご
精
神

の
修
養

の
爲

に
す

る
適
當
の
飲
食
な
り
せ
ば
、
何
を
以
て
か
飲
食
の
入
を
侮

る
可

き
、
故
に
朱
子
曰
く
、

「
賎
而
小
者
。
ロ
腹
也
。
貴
而
大
者
。
心
志
也
。

(中
略
)
但
、
養
レ小
之
人
。
無
下不
レ朱

其

大
一煮

」

又
孟
子
は
性
善
修
養
の
大
切
な
る
事
を
説

い
て
曰
く
、

(
二
)
、
「
同
告
子
、上
」
「
不
レ若
λ

則
知
レ悪
乏

。
心
不
暑

レ人
則
不
レ知
レ悪
。
此
之
謂
レ不
知

レ類
也
。
」

此
文
意
は
今
、
人
過

つ
て
無
名
指
を

一
本
傷
け
、
又
は
病
の
た
め
か
、
天
性
生
れ
乍
ら
の
遺
傳
的
か
、
何
れ
に
せ

よ
、
殆
ん
ざ
不
用

の
無
名
指
が

一
本
人
並

に
屈
伸
自
由
な
ら
す

ご
せ
ん
に
、
其
の
人
別

に
用
も
な
く
、
痛
苦
も
畳
え

ざ

る
無
名
指
な
り
ご
て
、
若
し
此
を
完
全

に
治
癒
し
得

る
者
あ

リ
ビ

聞
か
ば

秦
楚

の
遠

路
ピ
錐
も
、
蓬

々
到
つ
て



治
を
乞
は
ん
、
此
れ
指
の
入
に
若
か
ざ
る
を
糖
つ
る
故
な
り
Q
然

る
に
何
よ
り
大
切

な
る
吾
本
心
の
人

に
若
か
ざ
る

が
如
き
は
何
等
憶

つ
る
慮

な
く
、
此
を
悪
む
事
を
知
ら
す
、
人

に
後

れ
す
、
聖
賢
を
學
ば
ん
ε
て
修
養
す

る
者
少
し
、

此
れ
大
小
貴
賎

の
類
比
を
知
ら
ざ
る
愚
者
な
り
と
の
意
な
り
。
同
様
の
注
意
は
、
叉
、
鵯
犬
に
關
し
て
曰
く
、

(
ホ
)
、
「
同
」
「
人
有
一鶏

犬
放
司則
知
レ求
レ之
。
有
レ放
1心
而
不
レ知
レ求
。
學
問
之
道
無
レ他
。
求
一一其
放
心
一而
已
英
。
」

又
、
木
材

に
關

し
て
も
、
同
様

の
養
を
評
し
、
修
養
の
大
切
な
る
を
説

て
曰
く
、

(
へ
)
、
「
同
」
「
孟
子
日
。
洪
把
之
桐
梓
。
人
筍
欲
レ生
乏

。
皆
知
下所
以

養
レ之
者
釦至
二於
身
一而
不
レ知
下所
二以
養
ツ之
者
切
量

愛
身
不
レ若
昌桐
梓
一哉
。
弗
レ思
甚
也
。
」

其
他
、
人
の

一
見
悪
な
る
を
見
て
、
本
性
悪
こ
す

る
性
悪
説
流
の
考
を
排
し
て

(
ト
)
「
同
」
「
仁
之
勝
ネ
仁
一也
。
猶
二水
勝
7火
。
今
之
爲
ノ仁
者
。
猶
下以
二

杯
水
湘救
甲
一
車
薪
之
火
轟也
。
」

ご
て
、
僅

か
の
修
養
を
な
し
、多
く

の
物
慾
に
勝

っ
事
能
は
ざ

る
や
、
直
に
本
性
悪
な
り
ε
速
断
す
る
は
不
仁

に
與
す

る
の
甚
し

い
者

に
し
て
斯

る
人
は
間
も
な
く
身
心
の
亡
滅
を
招
く
者
な
り
ご
戒
め
々
り
。
叉
は
仁
を
養

ひ
、
義
を
長

せ
し
め
、
性
善
を
培
養
す

る
の
方
法
は
注
意
周
到

に
、
徐

々
に
、
時

の
到

つ
て
正
に
熟
す

る
を
待

つ
に
あ
る
者
に
し

て
、
只

一
度
二
度
の
失
敗

に
懲
り
す
、
反
覆
町
嘩

に
專
修
す

べ
き
事
を
諭
し
て
或
は
五
穀

に
比
し
、
或

は
苗
を
成
長

せ
し
む
る
日
光

に
比
し
、
又
は
変
秋

に
二
人
の
門
人
を
聴
か
し
め
、
そ
の
勉
強

の
如
何

に
依
て
結
果

に
大
差
を
生
す

る
等

を
論
じ
て
曰
く
、

性
善
論
の
研
究
(
二
)

五
九



性
蕃
論
の
観
究
(
二
)

轟ハ
○

(
チ
)
「
告
子
、
上
」
「
孟
子
日
。
五
穀
者
、
種
之
美
者
也
。
筍
爲
レ不
レ熟
。
不
レ如
一一葵
稗
司
夫
仁
亦
在
一一乎
熟
乏

而
巳
突
。
」

(り
)
「
同
」
「
錐
レ有
灸

下
易

生
之
物

也
。

一
日
暴

之
。
十

日
寒
乏

。
未
レ有
能

生
者
一也
。
」

(
ヌ
)
「
同
」
「
使
昌変
秋
講
三

人
変
輔
其

一
人
專
レ心
致
レ志
。
惟
変
秋
之
爲
レ聴
。

一
人
雄
レ聴
レ之
。

一
心
以
有
。
有
鴻

墾

將
歩
至
。
思
下援
昌弓
緻
輔而
射
占之
。
錐
二與
レ之
倶
學
幻
弗
『若
レ之
尖
。
爲
二是
其
智
弗
ワ若
與
。
日
。
非
レ然
也
。
」

以
上
孟
子
の
性
善
論
を
概
説
し
て
、
其
意
義
、
修
養
等
を
要
述
し
た
る
が
要
之
、
孟
子

の
性
善
論
は
、
聖
凡
共
蓮

の
性
を
し
て
之
を
培
養
し
籏
充

し
以
て
大
騰

に
從
は
ん
事
を
努

め
て
大
人

ご
な
る

べ
し
ご
の
敏

に
し
て
、
其
性
善
は

程
朱

の
如
く
絶
甥
に
至
善

ご
云

ふ
に
非
す
し
て
、
何
入
も
大
膿

に
從

つ
て
小
膿

に
奪

は
れ
ざ

る
如
く
、
善
を
修

む
る

の
可
能
力
を
等
し
く
有
す

る
の
義
な
り
。
而
し
て
專
心

一
意
、
反
復
町
曝

に
注
意
を
怠
ら
す
、
修
養
を
盤
す
時

は
以

て
聖
賢
之
域
に
近
づ
か
し
む

べ
し
、

ざ
の
意

に
外
な
ら
す
。
故

に
孟
子

の
所
謂
性
善
は
、
極

め
て
簡
輩
な
る
根
擦

に

碕

る
説

に
し
て
、
人
性
中
に
は
叉
悪
に
澄
き
易
き
食
色
等
も
あ

る
を
以
て
、
又
彼
ご
反
封

に
性
悪
論
も
立
て
得

べ
し
。

此
れ
孟
子
以
後
性
論
の
起
れ
る
所
以

に
し
て
又
人
性

の
分
析
こ
し
て
は
極

め
て
不
充
分
な
る
孟
子
の
論
を
縫
承
す

る

後
學
者
に
取

b
て
は
必
然

の
結
果
な
り
ご
云

ふ
べ
し
。
愈
極
等
も
此

に
關
し
て
孟
子
に
反

せ
り
。
爾
此
等

の
事
は
結

論

に
於
て
論
す
る
慮
あ
る

べ
し
。

'

第
三
筋

孟
子
以
前
の
性
説



性
善
を
明
確

に
言

へ
る
は
孟
子

な
る
が
、
此
よ

り
以
前
は
或
は
孔
子

の
如
く
「
吾
道

一
以
貫
レ之
」
、
ご
言

ひ
、
又
は

「
中
庸
」
の
「
喜
怒
哀
樂
之
未
登
謂
乏

中
脚。
」
ご
云

ふ
が
如
く

一
、
中
、
等

ご
云
ひ
て
性
善
を
確
言
せ
す
。
「
孟
子
大
全
」

に
は
新
安
陳
櫟
の
説

ご
て
引

い
て
曰
く
、

「
蘇
東
波
論
レ性
謂
Q
自
一一発
舜
一以
家

至
一一孔
子
司
不
レ得
レ已
而
日
レ中
日
レ
一
。
未
下嘗
分
一一善
悪
哨言
占也
Q
自
三孟
子
道
二性
善
↓

而

一
與
レ中
支
尖
。
」

又
、
程
子
も
「
孟
子
性
善
養
氣
之
論
。
皆
前
聖
所
朱

レ登
。
」
ご
言

ふ
が
、
狙
彼

の
如
き
は
孟
子
を
攻
撃
し
て
前
聖
未

登
は
大
に
意
味

あ
る
事
な
る
も
孟
子

に
到
り
孔
子
道
は
狡
隙
ε
な
り
他

の
諸
學
ご
樹
抗
拮
論
す

る
者

こ
な
れ
り
。
是

其
の
未
登
を
襲
し
た
る
答
な
り
。
ご
論
せ
し
も
、
其
の
孟
子

の
性
善

に
賛
す

る
や
否
や
は
時
代

の
必
要
上
よ
り
も
見

ざ

る
可
ら
ざ
る
議
論
な
る
を
以
て
、
此
等
は
暫
く
置
き
、
性
善

を
明
言
せ
し
は
孟
子
な
り
ご
錐
も
、
然
ら
ば
孟
子
は

突
然
自
己

の
創
意
よ
り
此
を
唱
道
せ
し
も
の
か
、
孟
子
以
前
已
に
性
善
又
は
性
悪
等

の
諸
論
あ
り
し
や
如
何
の
問
題

は
、

性
善

論
を
歴
吏
的

に
研
究
す

る
上
よ
り
當
然
な
す

べ
き
事
な
れ
ば
此
よ
り
少
し
く
孟
子
以
前

の
性
論
を
瞥
見
せ

ん
と
す
。

抑

々
儒
典
に
表
は
れ
た

る
慮
を
以
て
見
れ
ば
、
支
那
人

が

一
般
に
性
を
如
何
機

に
解
せ
し
か
、
仁
義
を
行

ふ
滋
徳

心
は
薗
然

に
人
性

に
賦
せ
ら
れ
た
り
こ
す

る
か
、
又
は
筍
子
の
如
く
、
聖
人
の
人
爲
的
作
な
リ
ビ
す

る
か
、
此
等
の

思
想
を
見
ん
爲

に
は
先

づ
二
三
の
経
典

の
本
文

に
依

て
此
を
讃
せ
ざ

る
可
ら
す
。

性
善
論
の
研
究
(
二
)

六
一



性
善
論
の
研
究
(二
)

山ハ
ご

人
間
は
萬
物

の
盤

に
し
て
他

の
禽
獣
ご
異
な
り
天
賦
の
遽
徳
心
に
依
り
て
高

省
な
る
人
遁
を
行

ふ
可
き
性
を
稟
有

せ
リ
ビ
の
考
は
古
書
に
も
往

々
見
ゆ
。
帥
ち
、

(
イ
)
「
術
書
、
皐
陶
護
」
に
曰
く

「
天
叙
雛有
典
州
勧
　我
五
典
湘
五
惇
哉
。
」

五
典
は
左
傳
に
見
ゆ
。
父
義
、

母
慈
.
兄
友
、
弟
恭
、
子
孝
の
五
道
な
り
。
「
天
叙
昌有
典
乙

ご
は
、
此
蓮
は
何
等

人
爲
の
者

に
非
す
し
て
、
天
が
如
斯
き
次
序
整
律
を
作
り
し

も
の
な
り
ε
の
意
。
天
は
此

の
五
典
を
以
て
人
に
賦
與

し
、
人
の
性
中

元
來
、
此
を
稟
受
せ
し

め
し
を
以
て
、
人
は
道
を
行
ふ
能
力
有

り
ご
錐
為
、
徒
ら
に
放
置
し
て
存
養

を
計
ら
ざ
れ
ば
、
頑
迷

に
陥
り
易
く
、
徳
を
爲
す
事
能
は
す
。
人
君
は
宜
し
く
漱
育

を
以

て
此
を
民
に
敷

へ
五
典
を

整
調
す

べ
し
。
此
れ
人
君

の
責
任
な
り
。
激
育

は
人
君

に
出
る
慮

な
る
を
以

て
此
に
「
我
五
血
こ
ご
云
ふ
。
帥
ち
此

一

文
の
意
は
、

天
は
五
典
を
人
に
賦
與
せ
し
を
以
て
、
人
君
は
漱
育

に
よ
り
、
此
を
し
て
民
心
に
登
育

せ
し
め
以
て
天

の
命
に
叶

ふ
べ
き
な
り
こ
の
人
君

の
責
任
を
明
せ
し
も
の
な
り
。
帥
ち
道
徳
を
以
そ

天
成
こ
し
、
人
の
性
中

に
賦
せ

し
ご
の
意
明
な
り
。
又

「
孟
子
」

に
依

る
ご
孔
子
が
好
ん
で
謁
し
、
「
爲
　此
詩
一者
。
其
知
造

乎
。
」
ご
稻
讃
せ
ら
れ
た

り
ご
言

ふ
o

(
ロ
)、
「
詩
経
、
大
雅
蒸
民
篇
」
の
詩

に
は
、

「
天
生
蒸

民
叩
有
ゾ物
有
レ則
。
民
之
乗
レ夷
。
好
二是
艶
徳
喝。
」



ビ
あ
り
。
帥
ち
天
が
蒸
民
を
生
す

る
や
、
人

々
に
依
て
各

々
爲
す

べ
き
倫
理
上
の
事

に
付
て
、
君
臣
、
父
子
、
夫
婦
、

等
皆

一
定

の
爲
す

べ
き
則
踏
む

べ
き
道
あ
)
。
人
は
自
然

に
此
倫
理
を
行
ふ
如
く
天

に
依
て
命
せ
ら
れ
、
そ

の
性
中

此
則
を
賦
有
せ
り
。
故
に
人
の
徳
を
有
し
善
を
行
ふ
者
あ
れ
ば
、
人
は
自
然

に
此
を
敬
愛
す

る
如
く
な
れ
り
。
,此
れ

人

の
本
性
然
る
な
り
。
ご
の
意

な
り
。
人
の
道
徳
を
行

ふ
善
性
は
本
來
天
賦
に
て
道
徳
は
蒸
民
を
生
す
る
ざ
共
に
天

の
作
り
し
者
元
る
事
明
な
り
。
此
れ
牲
善

ピ
確
言
せ
す
と
錐
も
明
に
性
善
を
意
味

せ
る
事
、
言
を
挨
た
ざ

る
な
り
。

次
に
論
す

る
は
孔
子
の
詞
な
り
。

(
、ノ
)、
「
論
難
胆
、
巻
山ハ
、
陽
貨
質
㎝」
に
曰
く
、

「
子
日
。
性
相
近
也
。

習
相
逡
也
。
唯
上
知
與
=下
愚
一不
レ移
。
」

此
に
は

「
性
相
近
也
」

こ
て
性
善

ご
は
云
は
す
。
又
上
知
ご
下
愚

ご
は
不
レ移
こ
て
人
性

に
固
定
的
の
知
愚

の
差
を

認

め
し
が
如
く

に
も
思
は
る
。
或
は
思

へ
ら
く
、
孔
子
は

唄
膿
人
性
を
三
等

に
分
ち
上
知
、
中
知
、

ご
下
愚

ご
し
て

此
の
中
、
中
知

の
者
は
以
て
上
知

に
遷
わ
得
、
又
下
愚
に
も
下
り
得

る
も
、

上
知
ご
下
愚

ご
は
全
く
移
す

べ
か
ら
す

ご
。
此
れ
唐

の
韓
愈
が
「
性
有

三

品
こ

の
思
想
の
依
て
起

る
所
以
な
る
が
、
若
し
此
の
解
に
し
て
孔
子
の
眞
意

な
b

ご
せ
ば
、
孟
子
の
性
善
論
ご
は
反
樹
な
り
。
荷

故
者
。
孟
子
は
入
性
皆
善

こ
し
、
曾

て
公
都
子
が

「
有
　性
善
一ゆ
有

性

不
善
一」
ビ
問

へ
る
に
婁
し
て
此
を
論
駁

し
非
難
し
π
れ
ば
な
り
。

一
禮
孟
子
は
孔
子
の
後
縫
者
ビ
し

て
其
學
術
の
租

述
登
揮
を
畢
生

の
主
眼
ご
せ
し
事
は
、
仁
齋
等

の
言
ふ
如
く
、
明
な
る
事
實
な
る
に
、
若
し
性
論

に
於
て
然
く
孔
孟

性
識
口論
の
研
究
(
二
)

山ハ
三



性
善
論
の
研
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(
二
)

六
四

相
反
せ
り
こ
せ
ば
、
此
れ
有
り
得
可
ら
ざ
る
事

な
b
。
縦
令
孟
子

が
そ
の
時
代

に
慮
じ
孔
子
の
説
を
鍵
じ
て
性
善

を

説
け
り
こ
す

る
も
孔
子
自
身

の
他

の
詞
を
取

て
此

ε
比
較
す

る
時

は
、
孔
子
自
説
中

に
矛
盾
あ
る
事

こ
な
る

べ
し
。

孔
子
も
元
來
性
善
論
者
に
し
て
.
唯
此
を
明
言
せ
ざ
り
し

の
み
。
故

に
孔
子
は
他
の
威
に
は
其
意
義
を
顯

し
て
曰
く
、

(
二
)、
「
論
語
、
巻
五
、
季
氏
第
十
山ハ
」
に

「
孔
子
日
。
生
而
知
乏

者
上
也
。
學
而
知
ゲ之
者
次
也
。
困
而
學
之
叉
其
次
也
。
困
而
不
レ學
民
斯
爲
"下
突
。
」

此
は
朱
子
の
言

ふ
如
く

つ
葺
入

之
氣
不
ツ同
。
大
約
有

庇

四
等
一。
L
ε
て
。

孔
子
が
入
性
を
四
等

に
分
ち
た
る
如
く

見
ゆ
る
も

「
知
レ之
」

ε
言

ふ
は
其
出
登
黙
は
異
な
り
。
又
そ
の
此
に
到
ら
ん
宅
す
る
修
養
法
は
各

々
差
あ
り
ご
雄
も

達
す
れ
ば
畢
寛

一
に
し
て
聖

凡
の
別
あ
る
可
ら
す
。
究
寛
す
る
慮
此
れ

一
た

る
所
以

の
者
は
只
人
、
性
善

に
し
て
之

を
養

ふ
ご
否
ご
に
存
す

る
を
明
に
す
。
故

に
楊
氏
は
註
し
て
曰
く
、

「
生
知
學
知
以
至
】困
學
明錐
　其
質
不
ソ同
。
然
及
一其
知
7之

一
也
り
故
君
子
惟
學
之
爲
レ貴
。
困
而
不
レ學
。
然
後
爲
レ下
。
」

此

に
生
知

ざ
言

ふ
は
前

の
上
知
に
相
當
し
、
學
知
、
困
知
は
前

の
中
知

に
し
て

「
困
而
不
レ學
」
は
下
愚
な
り
。
叉

同
様

の
考
は
中
庸
に
も
あ
り
て
、
或
は
此
を
孔
子
の
語
ε
な
す
も
の
も
あ
る
が
此

に
は
人
性
を
三
等

に
分
ち
て
曰
く
、

(
ホ
)、
「
中
庸
、」
(第
二
十
説
朱
子
章
句
)
に
、

「
或
生
而
知
レ之
。
或
學
而
知
レ之
。
或
困
而
知
ゾ之
。
及
眞

知
7之
よ

也
。
或
安
而
行
レ之
。
或
利
而
行
レ之
。
或
勉
強
而

行
ひ之
。
及
二其
成
7功

一
也
o
」



「、博
學
レ之
○
審
問
レ之
Q
愼
思
レ之
。
明
辮
レ之
。

(
中
略
)
人

一
能
ゲ之
已
百
レ之
。
人
十
能
レ之
已
千
之
。
果
能
=此
道
一奥
。

錐
〆愚
必
明
。
錐
レ柔
必
強
。
」

此

に
は
生
知
安
行
、
學
知
利
行
、
困
知
勉
行
、

の
三
品
に
分
ち
た
る
が
此
も
前

の
上
知
下
愚
の
三
品
に
分
ち
て
相

臨
む
れ
ば
生
知
安
行
は
上
知

に
て
、
次
の
二
は
中
知

な
り
。
故

に
此

に
は
下
愚

に
相
慮
す

る
も
の
な
し
。
故

に
此

の

中
庸
の
三
品
説
に
論
語

に
見
え
し
如
く

「
困
而
不
レ學
」
を
加

ふ
れ
ば
叉
論
語
ご
等
し
く
四
等
に
分

て
る
が
如
し
、
赦

に
又
、
上
知

も
下
愚
も
此
露

に
論
ぜ
し
も
の
こ
言

ふ
べ
し
。
此

の
中
庸
の
交
に
依
て
見

れ
ば
、
何
人
も
勉
強
努
力
の

如
何

に
依
て
如
何

に
下
愚

ご
錐
も
、
人

一
度
せ
ぱ
己
れ
十
度
し
、
人
十
度
せ
ば
己
れ
百
度
し
て
勉
行
す

る
が
如
く

ん

ば
、
最
後

に
は
必
す
明
に
必
す
強

に
な
り
得
、
故
に
「
及
二其
知
7之

一
也
。
」
ご
云
ひ
、
又
「
及
鼓
ハ成
7功

一
也
。
」
ε
言

ふ
。

是

れ
明
ら
か
に
性
善
を
意
味
す

る
者
に
し
て
、
「
下
愚
不
レ移
」
ご
云

ふ
如
く
、
或

る
種

の
入
を
除
外
せ
る
が
如
き
事
絶

婁
に
無
之
き
事
を
見
る
可
し
。

若
し

「
下
愚
不
レ移

」
の
意
が
果
し
て
絶
樹

に
上
知
善

行
に
移
す
事
能

は
す
の
意

ご
せ
ば
、
孔
子
自
身

の
詞
中
、
論

語
.
中
庸
等

に
矛
盾
あ
る
事

ざ
な
る
べ
し
。
斯

る
事
は
孔
子

の
語

ご
し
て
あ
る
可
ら
す
。
故

に
韓
愈
の
三
品
説

ご
孔
子

の
上
知
下
愚
云
々
の
説
ご
は
大
に
趣
を
異

に
せ
る
も
の
な
り
。
此
事
は
清
朝

の
學
者
院
元
も
「
軍
経
室
集
」
の
初
集

に

も
述

べ
た
る
事

な
り
。
故
に
孔
子

の
性
を
分

つ
や
或
は
三

こ
し
叉
は
四
こ
す
。
「
論
語
、
巻
二
雍
也
第
六
」
に
は
「
子

区
中
人
以
上
可
=以
語
レ上
也
。
中
人
以
下
。
不
レ可
=以
語
ア上
也
。」
ご
此

に
も
三
分
す

る
が
、
要
之
、
孔
子
の
性
を
ご
く

性
臨菩
論
の
一研
究
(
二
)

山ハ
}血



性
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論
の
研
究
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二
)
甲

山ハ六

や
、
其
本
意
は
性
善

な
る
も
此
を
明
言
せ
す
し

て
唯
時
に
慮

じ
て
三
又
は
四
等

に
分
ち
論
せ
し
は
全
く
時
宜

に
慮
す

る
便
宜
の
爲

に
外
な
ら
す
。

孔
子

の
詞

に
注
意
す

べ
き
は
、
上
知

・下
愚
ご
云
ひ
て
未
だ
善
悪

ご
云
は
す
。
縦
令
、
下
愚
は
絶
甥

に
移
す
事
能
は

す
ご
す

る
も
、
知
愚
ざ
善
悪

と
の
観
念
は
儒
家
に
於
て
は
大

に
異
な
る
も
の
な
る
を
以
て
、
此
れ
何
等
孔
子

の
性
善

の
意
義
を
否
定
す

る
の
論
擦
ε
は
す
可
ら
す
。
智
愚
は
程
度

の
差

に
し

て
、
善
悪

は
相
反
甥
す

る
性
質
な
り
。
上
智

は
善
な
り
ご
錐
も
下
愚
必
す
し
も
悪

に
限

る
可
ら
す
。
下
愚
に
し
て
術
且

つ
善
を
な
す

こ
ご
あ
り
。
故

に

「
上
知
與

下
愚
不
移
」
ざ
て
直

に
、
夫

れ
故
に
性

に
善
あ
り
悪
あ
り
ご
の
韓
愈
等

の
考

ビ
は
な
ら
す
。
且

つ
此

に
注
意
す
可

き

は
、
「
不
い移
」
ご
「
不
レ可
レ移
」
こ
の
相
蓮
な
)
。
孔
子
は
下
愚
者
は
物
欲

に
陥
溺
し
易
く
、
自
ら
自
暴
自
棄
し
て
善
行

ご
學
問
ご
を
絶
ち
、
勉
煽
せ
ざ
る
故

に
此
を
下
愚
ご
名
け
、
如
斯
き
者
は
先

づ
普
遁

の
事
實
ご
し
て
賢
人
の
方

に
移

ら
ざ
る
者

な
リ
ビ
の
意
な
b
。
移
し
易
か
ら
ざ

る
者

な
り
ご
の

一
般
的
事
實
を
説
け

る
も
の
に
て
、
如
何
に
す

る
も

絶
封

に
移
す
事
能
は
す
、
天
性
固
定

の
悪
性
な
り
、
ε
の
意
に
は
断
じ
て
非
す
。
此
黙

に
就
て
は
戴
震
も
斯
る
説
を

な
し
、
又
程
子
も
註
し
て
曰
く
、

「
人
性
本
善
有
一不
レ可
レ移
者
一何
也
。
語
二其
性
一則
皆
善
也
。
語
一翼

才

則
有

一下
愚
之
不
7移
σ
所
謂
下
愚
直

ご
焉
。
自

暴
自
棄
也
。
人
荷
以
レ善
自
治
。
則
無
ド不
レ可
レ移
。
難
昏

愚
之
巽

皆
可
一漸

磨
而
進
一也
。
惟
自
暴
者
拒
乏

以
不
レ信
。

自
棄
者
絶
レ之
以
不
レ爲
。
畢
垂

人
與
居
岡
不
レ能
昌化
而
入
蘭也
。
仲
尼
之
所
謂
下
愚
也
。
然
其
質
非
　必
昏
且
愚
一也
。
往



々
強
戻
而
才
力
有
焦過
レ人
者
司
商
辛
是
也
。
聖
人
以
査
ハ自
絶
二於
善
詣
塑
之
下
愚
司
然
考
島其
飯
一則
誠
愚
也
Q
」

然

る
に
朱
子
は
「
不
レ可
レ移
」
に
解
し
て
「
人
之
氣
質
相
近
之
中
。
叉
有
肇美
悪

}
定
而
非
嚇脅

之
所
能

移

者
ど

こ
せ
る

は
明
な
る
誤
な
り
。
詰
り
孔
子
の
考
に
て
は
、
性
は
人
に
依
り
多
少
の
差

は
あ
る
も
賢
愚
の
別
は
習
の
如
何

に
依
る

も
の
な
れ
ば
學
問
修
養
を
怠

る
可
ら
す
と
の
意

に
て
、
人
に
依

つ
て
は
絶
劉
に
善

に
移
す
可
ら
ざ

る
性
あ
り
と
の
意

は
少
し
も
な
し
。
此
黙
よ
り
見
れ
ば
孔
子
も
明
に
性
善
論
者
な
り
。
孔
孟
等
し
く
同

周
主
義
な

り
。

又
人
間
が
本
來
生
れ
乍

ら
善
を
善

こ
し
悪
を
悪
こ
し
て
自
ら
内

に
省

て
荻
し
か
ら
ざ
る
を
欲
す

る
は
正
直

の
徳
を

具
せ
る
に
依

る
が
、
此
も
性
善

の
謹
左
に
し
て
、

孔
子
も
此
事
を
言

つ
て
、

(
へ
)
、
「
論
語
憲
二
。
雍
也
第
六
」
に
曰
く
、

「
子
日
。
入
之
生
也
直
Q
岡
γ之
生
也
。
南
而
免
。
」

人
の
此
世

に
生

る
、
や
本
來
正
直

な
る
可
き
も
の
に
し
て
、
若

し
不
正
な
ら
ん
か
忽
ち
身
を
亡
し
、

一
日
も
活
く

可
ら
ざ
る
も
の
な
る
が
、
世
に
不
直

に
し
て
荷
且

つ
生
る
は
此
れ
僥
倖

の
み
、
本
來

の
性
に
相
反
逆
せ
る
な
b
。

以
上
の
論
す

る
所
よ
り
察
す

る
も
孔
子
は
性
善
論
者
に
し
て
、
孟
子
も
此
旨
を
述

べ
し
事
朋
な
る
が
、
然

る
に
同

じ
孔
子
の
門

よ
り
出

で
、
、
孟
子
よ
り
も
寧
ろ
正
當
な
る
孔
子

の
祀
述
者

ご
し
て
見
倣

さ
る
、
萄
子
が
孟
子
に
反
封

し

て
性
悪
説
を
説
き
、
又
道
徳
を
以
て
聖
人
の
作
爲

ε
す

る
等

の
思
想
は
抑

々
何
露

に
胚
胎
せ
る
者
な
り
や
ご
云
ふ

に
、
筍
子
は
帥
ち
曰
く
、

・

性
詫
口論

の
研
究
(
二
)
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性
善
論
の
砺
究
(
二
)

六
入

ト
)
、
「
筍
子
、」
「
性
悪
篇
」
に

「
人
之
盤
悪
。
其
善
者
傭
也
℃
」

「
凡
性
者
。
天
之
就
也
。
不
レ可
レ學
。
不
レ可
レ事
。
禮
義
者
。
聖
人
之
所
レ生
也
。
人
之
所
二學
而
能
岡
所

事

而
成
一者
也
。
」

「
聖
人
化
レ性
起
レ偽
。
」

「
凡
人
之
欲
レ爲
レ善
者
爲
一権

悪
一也
。
夫
薄
願
γ厚
。
悪

願
レ美
。
狡
願
レ廣
。
貧
願
レ富
。
賎
願
レ貴
。
筍
無
一乏

中
一者
。
必

求
一一於
外
湘
故
富
而
不
レ願

財
。
貴
而
不
レ願

勢
。
筍
有
乏

中
一者
。
必
不
レ及
二於
外
司
用
庇

槻
レ之
。
人
之
欲
レ爲
レ善
者
。

爲
昌性
悪
一也
。
」

是
等

の
圭
張
は
、

一
は
筍
子

の
性
格
上
よ
り
來
り
て
孟
子
に
反
甥
す

る
必
要
よ
り
來

り
、
又

一
は
時
勢

に
鑑
み
て

「
習
相
遠
也
」
の
孔
子
の
詞

よ
り
出
登
せ
る
議
論
な
り
。
然
し
如
何
せ
ん
孔
子
自
ら
は
性
善
悪
を
明
言
せ
す
。
孔
子
の

時
代
迄
は
倫

理
上

の
問
題
は
塞
論

に
非
す
し
て
專
ら
實
践
的
の
方
法
論
の
み
。
故

に
仁
を
問

ふ
、
孝
を
問

ふ
、
政
を

問

ふ
等
の
事
は
、
仁
、
孝
、
政
、

の
思
想
上
の
理
論

に
非
す
し
て
此
に
到
り
、
此
を
行
ふ
の
方
法
を
問

へ
る
の
み
。

故

に
孔
子

も
此

に
答

ふ
る
に
方
法
を
以
て
し
、
鬼
紳
、
死
等
の
實
践

に
關

せ
ざ

る
者

は
此
を
退

て
答

へ
ざ
る
な
り
。

孔
子
の
残
後
戦
國
時
代
に
到
り
て
、
諸
子
百
家

の
論
出
で
、
性
を
以
て
悪
こ
し
、
或
は
善
悪
あ
り
こ
し
、
又
は
人
が

仁
を
な
す
は
性
に
反
す
る
も
の
に
し

て
、仁
義
謹
智
は
人
爲
の
も
の
な
り
こ
の
老
荘
風

の
説
あ
う
、或
は
又
、
仁
義
は

人
性

の
固
有

に
非
ざ
れ
ば
、
人
に
之
を
要
求
し
て
國
勢
振
興
の
助
ε
な
す
可
ら
す
。
入
は
只
法
に
依

つ
て
治

め
ら
れ
、



國

は
只
法
に
依

つ
て
目
的
を
達
す

べ
し
、

ε
の
絵
家
者
流
の
考

あ
わ
。
當
時
の
儒
敏
中
既

に
性
論
紛
糾
し
、
各

々
自

個
の
立
場
を
辮
護

せ
し
を
以
て
、
子
思
も

「
天
命
之
謂
レ性
」

の
断
定
を
下
し
た
る
な
る

べ
し
。
此
れ
孔
子
が
性
に
就

て
明
言
せ
ざ

り
し
に
依

る
。
此
等

の
事

は
「
漢
書
、
藝
文
志
」
に
依

つ
て
見

る
に
、
則
ち
、
「
儒
子
」
の
慮

に
世
子

二
十

一
篇
を
塞
げ
注

に
「
世
子
名
碩
、
七
十
子
之
弟
子
也
。
」
ご
あ
り
。
此
「
世
子

二
十

一
篇
」
は
今

日
傳
は
ら
ざ
る
も
、

王

充
の
「
論
衡
」
中
の
「
本
性
篇
」
を
見

る
に
、
曰
く
、

「
周
人
世
碩
以
爲
。
性
有
レ善
有
レ悪
。
墨
入

之
善
性
司
養
而
致
レ之
善
長
。
悪
性
養
而
致
レ之
。
則
悪
長
。
如
レ此
帥
性
各

有
一陰

陽
輔
善
悪
在
レ所

養

焉
。
故
世
子
作
養

書

一
篇
幻
露
子
賎
。
漆
雛
開
。
公
孫
尼
之
徒
。
亦
論
権

情
叩
與
出世
テ

相
出
入
。
皆
言
昌性
有
レ善
有
7悪
O
」

此
れ
に
依
て
見
れ
ば
、
孟
子
よ
り
以
前

已
に
性

の
善
悪
論
有
り
し
事
明
に
し
て
、
又
「
孟
子
」
の
中

に
見

る
も
、
告

子
の
如
き
は
當
時
孟
子

に
就
て
性
論
を
研
究

せ
る
人
な
り
と
傳

へ
ら
れ
、
又
公
都
子
等

の
質
問
に
依

つ
て
も
、
孟
子

の
當
時
、
叉
は
以
前
よ
り
、
諸
種
の
異
説
あ
り
し
事
を
窺
知
す
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